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第 7 回 渡島・檜山地方道路防災連絡協議会 

会議録（要旨） 

 

１．概要 

 １）開催日時：平成 15 年 11 年 13 日（木） 10:30～12:00 

 ２）場  所：函館市 ホテルオークランド 

 ３）出 席 者：別表 に記載 

 ４）議  事：  （１）管内における情報伝達の現状について 

   （２）情報連絡網等の整備について 

   （３）情報伝達網の構想について 

   （４）今後のスケジュールについて 

   （５）その他 

 

２．配布資料 

・ 議事次第 

・ 出席者名簿 

・ 資料－１：管内における情報伝達の現状について 

・ 資料－２：連絡網等の整備について 

・ 資料－３：渡島・檜山地方における防災連携の将来展望 

・ 参考資料－１：渡島・檜山地方道路防災連絡協議会規約 

・ 参考資料－２：渡島・檜山地方道路防災連絡協議会防災担当連絡先一覧 

 

３．議事項及び質問等について 

３－１．議事１ 管内における情報伝達の現状について（資料－１） 

・ 今年度８月から９月にかけて、新たに協議会に参加する渡島地方の２７機関に対し

て実施したヒアリングの調査結果と、協議会設立当初に渡島北部・檜山地方を対象

としたヒアリング結果について比較とりまとめを行い、現状の情報伝達体制等につ

いて説明を行った。 

 

（質問）インターネット等の利用可能機関が何機関あるのか。（松前町） 

（回答）現状としては、警察以外のほぼ全機関がインターネットで情報を仕入れること

ができるのではないかと思う。（会長） 

国と道は数年前に庁内ＬＡＮが整備されているが、市町村等に関しては、庁

内ＬＡＮを整備していない機関もある等、環境の違いはあるかと思う。ここ近

年、ＬＡＮの整備が進められているため、将来的にはどなたも見られるように

なるかと思う。（事務局） 

 

（質問）自治体は全て北海道総合行政情報ネットワークシステムが整備されているとい

うことだが、土日や祝祭日も全て機能しているのか。（松前道路維持事業所） 
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（回答）土日も夜間もすべて対応されている。このネットワークは、衛星系と地上無線

系の２系統になっていて、どちらかがダウンしても片方でバックアップできる

ような体制になっており、北海道、それから国と市町村の間は、常時情報の伝

達が可能である。（渡島支庁） 

（質問）ＦＡＸが届いた後、そのＦＡＸの処理というのは、それは各機関の担当者の判

断の範囲と考えてよいか。（松前道路維持事業所） 

（回答）その通りである。（渡島支庁） 

（質問）ＦＡＸは土日受け取る側の人間がいないから、電話連絡がほしいという場合は

どのようにしたらよいか。（松前道路維持事業所） 
（回答）役場は今、警備員の対応が多いが、災害等の連絡が来た場合には、警備員から

防災担当者に連絡を行い、必要な対応をとるという体制になっている。（渡島支

庁） 

 

３－２．議事２ 連絡網等整備について（資料－２） 

・ 事務局より、国道に関する通行規制発生時の情報連絡体制について説明を行った。 

・ 函館土木現業所より、道道に関する通行規制発生時の情報連絡体制について説明を

行った。 

 

（回答）先般のワーキンググループ会議の中で、この連絡網の整備について質問が二つ

あった。まず一つは、国道が災害等で通行止めする場合、自治体への情報連絡

はＦＡＸと電話でしてもらえないのか。もう一つは、国道が交通事故等で通行

止めする場合の自治体への情報連絡について回答する。 

一つ目の質問については、電話とＦＡＸとで連絡する体制をとっている。特に

電話の部分は、土日・夜間に警備員が対応する場合、開発局から各機関の警備

員に電話をして、その先、警備員から防災の担当者へ確実に伝わるよう、今後

体制を組んでいただきたい。 
もう一つは、交通事故によって迂回路が設定される場合、交通管理者である

警察と協議をしながら各関係機関に情報を流すことを国道管理者としては考え

ている。（事務局） 

 

（質問）道道の連絡網などの整備についての図面で、道路利用関係者への連絡は、どの

ような流れになるのか。（バス協会） 

（回答）全て事業課あるいは出張所から、直接関係機関に連絡するような体制になって

いる。市町村と同列に関係機関に連絡されると考えていただいてよい。（事務局） 

 

３－３．議事３ 情報伝達網の構想について（資料－３） 

・ 事務局より、現在北海道開発局が検討している、管内の情報伝達網に関する構想に

ついて説明を行った。 

・ 既存の駒ヶ岳防災ＷＡＮを管内全域に拡大する方向で検討を進めている。 
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（質問）駒ヶ岳火山防災ＷＡＮの連絡網には渡島支庁は入っていないのか。（会長） 

（回答）パソコン上での閲覧はできないが、土現にきた画像を渡島支庁の各課にあるテ

レビで確認できる。（渡島支庁） 

（意見）駒ヶ岳火山防災ＷＡＮを活用しているが、観測データを提供してもらっても分

析が困難で、危機が迫っているのかが分からない。防災情報は数値情報ではな

いので、どんな形で伝達されるのかが重要である。 
また、データの分析等に関する研修会や講習会等を含めた防災担当者の人材

育成を実施しなければ、実際には使えないと思うので、今後の課題にしていた

だきたい。（森町） 
 
（質問）戸井、恵山、椴法華村まで光ファイバーの施設がまだ整備されていないと認識

しているが、整備状況を伺いたい。（戸井町） 
（回答）平成１５年で整備完了予定である。（事務局） 

（質問）光ファイバーの利用予定について、例えば業者が広域的に使う場合には、利用

可能なのか。（戸井町） 
（回答）現在は、開発局が道路管理用として使用しているが、その他に一般事業者の占

用なども募っている。また、自治体の活用については、札幌の方で検討してい

る段階と聞いている。（事務局） 

（回答）現在、道路防災ＷＡＮで、例えば森町や砂原町が接続されているが、開発局の

光ケーブルを行政で使うことについては、協定を結び、無料としているが、役

場までの施設整備については各自治体でお願いしている。（会長） 
（質問）現在、駒ヶ岳ＷＡＮは各市町村負担ということであるが、防災ＷＡＮの基幹ネ

ットワークから各役場に結ばれる点線の部分の費用負担はどうか。（渡島支庁） 

（回答）市町村負担と考えている。（会長） 

（意見）今、行政機関の中で情報化が進んでいるが、国と都道府県、市町村を結ぶ、公

的な文書をやり取りするＬＧＷＡＮや住民基本台帳のネットワーク、それから

厚生労働省のネットワークと全部別々に整備されており、各市町村ではそのた

めの回線を役場に引き入れる費用の負担が問題になっている。役場の中のサー

バー等については、当然セキュリティーの問題があるので独立させるような構

想となっているが、その負担は相当のものになっている。 
この防災ＷＡＮの場合は、整備後の維持管理について、検討時に自治体もし

くは道との間で調整を十分に行ってほしい。（渡島支庁） 
 
（意見）道路の交通止め等の情報は、各市町村だけでなく、多くの機関が欲しいと思う

が、全ての機関にこのＷＡＮの中では提供されるわけではない。インターネッ

トの利用であれば、皆が見れると思う。 
行政機関はできるだけ詳しい情報を持っていた方がいいのかもしれないが、

実際、役場の防災担当が町民対応の時に必要な情報は、「どこの区間がいつまで

通行止めになるのだ」「迂回路はどうなのだ」という一般的な情報である。そう

いった情報は、インターネットで十分という気もするので、その二本立てで考

えていくのはどうか。（渡島支庁） 
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３－４．議事４ 今後のスケジュールについて 

・ 今年度内の開催の予定は無いが、情報伝達や情報共有に関する検討等について必要

に応じて、幹事会やワーキンググループ等を開催する旨を連絡した。 

 

→ 協議会メンバーからの質問・意見は挙がらなかった。 
 
３－５．その他 

・ 「参考資料－２ 渡島・檜山地方道路防災連絡協議会防災担当連絡先一覧」につい

て、各機関の担当者、電話番号等が変更になった場合には、事務局まで連絡してい

ただくようお願いした。 

 

→ 協議会メンバーからの質問・意見は挙がらなかった。 

 

以上 
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第７回 渡島・檜山地方道路防災連絡協議会出席者名簿 
 

No. 機 関 名 等 職  名 出席者氏名 

1 渡島支庁 地域政策部地域政策課長 佐藤 和哉 

2   〃 地域政策部地域政策課主査 大石 隆蔵 

3 檜山支庁 地域政策部地域政策課主査 中出 裕幸 

4 函館土木現業所 企画総務部企画調整室長 工藤 二三夫 

5    〃 管理部管理課長 小野 和之 

6    〃 管理部管理課管理第二係長 斎藤 英之 

7    〃 事業部道路建設課長 首藤  敏 

8 北海道警察函館方面本部 警備課災害主任 畑端 俊範 

9 北海道警察函館方面中央警察署 警備課長（代理） 氏家 英明 

10 北海道警察函館方面西警察署 警備課長 松原 元廣 

11 北海道函館方面木古内警察署 （代理） 加賀屋 孝二 

12 北海道函館方面松前警察署 警備係主任 刀根 崇典 

13 函館市 総務課主事 河瀬 宏之 

14 松前町 総務企画課広報防災係長 小川 佳紀 

15 福島町 総務課長補佐 土門 修一 

16 知内町 総務課総括係長 藤谷 亘 

17 木古内町 総務課長 鈴木 和征 

18 上磯町 総務課交通防災係長（代理） 高井 茂昭 

19 戸井町 総務課長 佐藤 博史 

20 椴法華村 企画課長 加藤 忠文 

21 南茅部町 総務企画課長 鎌田 輝蔵 

22 鹿部町 防災対策室長 長根山 信昭 

23  〃 建設水道課長 小沢 節男 

24  〃 建設水道課長補佐 板坂 新一 

25 砂原町 総務課防災係長 中島 将尊 

26 森町 防災消防対策室長 中西 清 

27 八雲町 総務課交通防災係長 酒井 康郎 

28 長万部町 総務課庶務係（代理） 池田 稔 

29 厚沢部町 総務課長 尾山 智洋 

30 乙部町 総務課長補佐 （欠席） 

31 熊石町 総務課長 植杉 俊克 

32 大成町 総務課主幹 高田 威 

33 瀬棚町 総務町民課長 碇谷 恵一 

34 北檜山町 総務課長補佐 原田 一美 

35 今金町 企画振興課長 清水 寛 

36 函館市消防本部 警防課消防士長 近嵐 伸幸 

37 長万部町消防本部 警防第２係長 高橋 博 

38 森町消防本部 森町消防署長 輪島 豊 

39   〃 警防課消防団係 佐山 寿一 

40   〃 機械係 大島 弘嗣 

 

 

別表 
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No. 機 関 名 等 職  名 出席者氏名 

41 八雲町消防本部 管理課庶務第二係長 長谷川 克巳 

42 檜山広域行政組合消防本部 消防庁 小林 重幸 

43 渡島西部広域事務組合消防本部 管理係長 奥山 正紀 

44 函館地区バス協会 事務局長 清水 廣幸 

45    〃 函館バス（株）（代理） 上原 均 

46 函館地区トラック協会 総務課長 上村 幸司 

47 函館開発建設部 次長 高橋 守人 

48    〃 工務課長 徳山 利信 

49    〃 道路課長 遠藤 達哉 

50    〃 管理課長 古畑 常志 

51    〃 防災対策官 島崎 正俊 

52    〃 防災対策専門官 宇佐美 均 

53    〃 工務課道路維持専門官 田中 悦郎 

54    〃 工務課道路防災係長 増川 直実 

55    〃 工務課道路防災係員 鈴木 芳朗 

56 函館道路事務所 所 長 二宮 嘉朗 

57 江差道路事務所 所 長 山村 義秀 

58    〃 維持課長 工藤 鉄男 

59 八雲道路総合事業所 所 長 村上 勉 

60 瀬棚道路総合事業所 所 長 浮田 正 

61 松前道路維持事業所 所 長 水島 憲三 

62 森道路維持事業所 所 長 沢口 寛治 

 

 

 
 


